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小田急グループのリサイクルループ
小田急フードエコロジーセンターの取り組み

及びリキッドフィーディングの最新事例

株式会社オルタナフィード
代表取締役 饗庭 功

～畜産農家と連携したリキッド飼料による取り組み事例～

食品工場 養豚農場

スープ工場

●受入タンク
●ミキシングタンク

●選別/分別
●加熱殺菌
●発酵
●保管・調製

●トラック（ﾛｰﾘｰ）
10t～20t

自給飼料
（小麦、飼料米

など）

配合飼料
単味飼料
ﾌﾟﾚﾐｯｸｽ
ﾋﾞﾀﾐﾝ

単味原料（例：パン屑、菓子屑、焼酎かす 等）

混合原料

オンサイト加工
加工単味原料（例：シロップ、いも粕 等）

大量に出
るもの

少量多品
種のもの

リキッドフィーディング向けバイプロ原料流通の現状

●トラック（ﾛｰﾘｰ） 10t～20t

●トラック（ﾛｰﾘｰ/平ボディ） 4t～10t

濃縮/酸添加 等

Alterna Feed INC.

●トラック
（平ボディ）

2t～10t

*バイプロ・・・食品廃棄物、食品副産物等のこと

*

バイプロ単味原料の流通（例）

パン屑 米飯屑

麺屑 生地ロス
Alterna Feed INC.

オンサイト加工の流通（例１：濃縮シロップ）

Alterna Feed INC.

濃縮シロップ・・・10％→60％へ→保存性及び飼料価値向上
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バイプロ原料スープ工場の流通（例）

Alterna Feed INC.

複数の食品関連事業所多品種少量のバイプロを回収し、2種類のスープを製造

バイプロ
受入保管タンク

配合タンク
（大豆かす等）

キッチン自給飼料
サイレージ

利用の様子・・・A農場

Alterna Feed INC.

利用の様子

配合飼料 バイプロ原料１

自給原料 リキッド飼料

＋ ＋

＝

Alterna Feed INC. Alterna Feed INC.

バイプロ飼料流通 ポイント

■発生するバイプロ（食品廃棄物、副産物）に飼料価値があること。
■取り組みが、排出事業者、利用養豚農家双方にメリットがあること。
■価格だけの取引は長続きしない。

飼料価値

利用農家のメリット排出事業者のメリット

□一般成分（栄養価）
□安全性、保存性、安定性
□嗜好性、機能性

□飼料コストが下がる。
□飼育成績が改善する。
□お肉に付加価値が付く。
□地域への貢献。
□将来への備え

□廃棄コストが下がる
□ゼロエミッション達成。
□地域への貢献。

排出事業者、利用農家の連携が重視される。
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畜産農家との連携事例：

小田急グループのリサイクルループ

①グループから発生する食品循環資源を、飼料化工場へ搬入
②飼料化工場でリキッド飼料に加工後、契約養豚農家へ販売

③そこで給餌された豚肉を買い上げ、グループ関連会社（百貨
店、スーパー）で販売

Alterna Feed INC. Alterna Feed INC.


